 山行実施報告書
平成　２８年　４月１０日
	行き先
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ももくらやま),百蔵山)（１００３．４m）及び扇山（１１３７．８ｍ）
　　　　所在地：山梨県大月市

	実施日／天候
	平成２８年　４月　９日（土）　天候：晴れ

	参加者
（氏名）
	合計　１０名

	コース

タイム

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バス
東京駅＝＝高尾駅＝＝猿橋駅＝＝＝百蔵山登山口―浄水場――百蔵山---　宮谷分岐――

　 7:19   8:18/8:20   8:53/9:00　　　9:06/9:20　     9:34   10:55/11:05    11:40
（昼食）　　                            　（反省会）
―カンバノ頭手前―--―扇山―---—梨ノ木平――鳥沢駅＝＝= ＝＝＝東京

12:00/12:15       13:15/13:35 　　 14:30    　15:30/16:21　     　18:12

	費　　用
	【交通費】　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊費】　　　　　　　　【その他】

・電車：概ね　2,900円　（東京駅起点） ・ホテル：　　　　　　　　・反省会：3,000円

・タクシー：　　　　円　　　　 　　　　　・山小屋：　　　　　　　　・入浴費：　　　　円
・バス：　  　 150円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小　計：　 3,050円　　　　　　　　　　　小　計：　　　　　　　　　　小　計：3,000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計：約6,050円　　　

	　

所感他
	1 猿橋駅北口から9時発のバスは満車状態でほぼ全員百蔵山登山者だった。(平日は8時45分発の通勤バス)。 

2 天候に恵まれ途中満開の桜の枝ごしに雪を頂く富士の秀峰の眺めが楽しめた。百蔵山、扇山山頂とも広々として多くの登山客でにぎわっていた。百蔵山からは秀麗富士そのものが、扇山からはその一部が望めた。やはり午後になると雲がわいてくる。
3 全行程、舗装路を除くと岩場もない1ｍ幅の歩きこまれた礫や根のほとんどない負担の少ない登山道である。しかし百蔵山から扇山への下りは粘土質の急坂で注意が必要。扇山から梨の木平への下りは急坂だがジグザクで苦にならなかった。
4 扇山の山頂の桜はつぼみが膨らみかけ、登山道のところどころスミレが。麓近くはレンギョウ、ヤマブキが。扇山～梨の木平につつじ群生地がある。今回は寄らなかった。
5 ガイド本には百蔵山～扇山の中間部８１８ｍに「カンバの頭」とあるが標識が見当たらず場所の特定ができなかった。

	一口

アドバイス
	1 中央沿線からの登山に最寄駅からバスが出ている。富士急山梨バス。パスモ・スイカ利用可能。平日、休日でダイヤがかわるので注意。
2 反省会は当初立川の24時間居酒屋玉河(予約可能042-5222-2654)だったが、鳥沢駅前そばや「浜田屋」電話0554‐26-5358で行った。テーブル席4人×2、座席4人×２とちょっと狭いが酒飲みの山男たちへの対応も手際よかった。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
